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超高強度繊維補強コンクリート
　ダクタル（「DUCTAL」：登録商標）は、強度、耐久性及びじん性に優れた超高強度繊維補強コンクリート
（UFC:Ultra High Strength Fiber Reinforced Concrete）です。
　ダクタルを使用することにより、部材の軽量化による施工の合理化が図れること、形状の自由度が高く意匠性
に優れた部材の実現が可能といったメリットがあります。また、耐久性も極めて高く、メンテナンスの上で有
利となり、構造物の新設だけでなく補修・補強分野においても使用されています。　

ダクタルフルプレミックス

ダクタルの性能

　ダクタルフルプレミックスは、ダクタルプレミックス、専用繊維及び専用減水剤で構成されています。ダクタルプレミックスは
「超高強度繊維補強コンクリートの設計・施工指針（案）：土木学会」に規定される標準配合粉体です。セメントを基材として各種
の厳選された材料を使用し、厳重な品質管理体制のもとで製造されています。ダクタルプレミックスを使用することによって
配合設計の作業が省略でき、品質の安定した部材の製造が可能となります。
　専用繊維として鋼繊維を使用するダクタルFM（Fiber Metalic）と有機繊維を使用する
ダクタルFO（Fiber Organic）があり、使用用途に応じて選択することができます。

耐塩害性
海洋環境を想定した試験の結果、ダクタルの高い耐塩害特性が確認されました。

耐磨耗性
優れた耐摩耗性能により、構造物の延命化を図ることができます。

粗度係数
旧（独）農村工学研究所にてダクタルの粗度係数試験を実施しました。

ダクタルプレミックス ダクタルプレミックス

専用減水剤 専用減水剤

専用鋼繊維 専用鋼繊維

Ductal -FM Ductal -FO

　標準配合粉体であるダクタルプレミックスを用い、標準熱養生（90℃ 48時間の蒸気養生）を行うことにより密実な硬化体が
得られます。ダクタルの優れた性能は、通常のコンクリートとは大きく異なり、力学的特性や耐久性等の材料特性において顕著
に現れます。超高強度繊維補強コンクリートの設計・施工指針（案）においては、その性能の高さから、設計耐用期間は100年
（ダクタルFM）を標準としてよいと定義されています。

耐久性
　ダクタルの透水係数・透気係数・塩化物イオン
の拡散係数は、通常のコンクリートに比べてい
ちじるしく小さく、物質移動に対する抵抗性は
極めて高いといえます。
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●土木学会指針（案）超高強度繊維補強コンクリート 設計用値
項　目 単　位 設 計 値※ ダクタルFO参考設計値

密　度 g/cm3 2.55 2.41
圧縮強度 N/mm2 180 130
引張強度 N/mm2 8.8 2.5
ひび割れ発生強度 N/mm2 8 7.0
ヤング係数 kN/mm2 50 45
ポアソン比 － 0.2 0.2
クリープ係数 － 0.4 0.6
※上記設計用値はダクタルFMの設計用値となります。

●超高強度繊維補強コンクリート（Ductal-FM）の物質移動に関する諸物性
超高強度繊維補強コンクリート 通常のコンクリート

水セメント比 0.24以下 0.3～0.6
透気係数 10-19m2以下 10-17～10-15m2

透水係数 4×10-17cm/s 10-11～10-10cm/s
塩化物イオンの拡散係数 0.0019cm2/年 0.14～0.9cm2/年
空隙率 約4vol.% 約10vol.%
超高強度繊維補強コンクリートの設計・施工指針（案）より
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採取したコア供試体の断面における全塩化物イオン濃度分布

●JSCE‐G572（土木学会規格）の方法により見掛けの塩化物イオンの拡散係数を
　求め、100年後（飛沫滞環境下）の塩化物イオンの濃度分布をシミュレーションし　
　たものです。
　鋼材腐食発生限界濃度（1.2kg/㎥）となる塩化物イオンの浸透深さは、普通コン
　クリートの約1/10～1/20となります。これによりコンクリート構造物の断面
　縮小と長寿命化が期待されます。

●日本で初めてUFC「ダクタル」が適用さ
　れたプレストレスト歩道橋「酒田みらい
　橋（2002年10月竣工）」の実橋のウェ
　ブ部材から採取したコア供試体の塩化
　物イオンの浸透深さは、10年経過時で
　1mm程度と極めて小さいものであり、
　ダクタルが長期耐久性を有する材料であ
　ることが実証されました。
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ダクタルFMとコンクリート100年経過後までの塩化物イオン浸透予測

実施場所：頭首工第一実験棟可変勾配水路
水路勾配：1/500
粗度係数算定結果：
　　　　ダクタル（鋼製型枠を使用して部材を製造）　　　　0.00870（水深0.3m以上の値）
　　　　ダクタル（アクリル製型枠を使用して部材を製造）　0.01015（水深0.3m以上の値）
上記の結果からダクタルの粗度係数としては0.012以下であり従来の材料を用いた場合に比べ通水能力が高いことが明らかに
なりました。

●試験例：ASTM-C-418

●試験例：水砂噴流摩耗試験（島根大学委託）

試験方法：供試体を回転ドラムに設置し、ドラム回転数30rpmで上部に設置された噴射口から供試体に2.0MPa、
　　　　　88.9L/minの珪砂混入圧力水を20時間噴射しました。（パネル工法は所定試験時間：20時間）

20時間噴射後のダクタルFMの平均摩耗深さは0.96mm、ダクタルFOの平均摩耗深さは1.41mmでした。
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超高強度繊維補強コンクリート

4      5

ダクタル施工例

流し込み成形により直線基調な部材はもちろん、曲面部材も製造が可能です。
陽射が比較的強い地域を中心とし事例が増えています。

件　名：八重山庁舎

■ルーバー・ファサー ド

件 名：沖縄I Tパーク・中核機能支援施設

件　名：沖縄市内　中学校

ウッドデッキ調に加工した床版です。高い緻密性により型枠面を忠実に再現できるので、木目模様やすべり止め
模様など様々な意匠がつけられます。他の材料と比べ、紫外線劣化や腐食等の心配がありません。

■デッキ・浮床

設置場所：埼玉県

■ベンチ

写真提供：戸田建設㈱ 写真提供：八王子エルシィ、㈱奥村組

建築技術性能証明取得工法
 GBRC 06-24 号改

■耐震壁用ブロック
建築技術性能証明取得工
GBRC 03-04号改6

件　名：沖縄県薬剤師会館

件　名：沖縄県免許センター

設置場所：東京工業大学

表面模様　例

設置場所：東京都設置場所：沖縄県
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建築技術性能証明取得工法
 GBRC 06-24 号改

■耐震壁用ブロック
建築技術性能証明取得工
GBRC 03-04号改6

件　名：沖縄県薬剤師会館

件　名：沖縄県免許センター

設置場所：東京工業大学

表面模様　例

設置場所：東京都設置場所：沖縄県



超高強度繊維補強コンクリート
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ダクタル施工例

強度や剛性が高いことから、軽量でデザイン性の高い床版部材が可能となりました。また塩害や中
性化、凍結融解等の劣化要因対に対する抵抗性が優れているため。ミニマムメンテナンスで長期の供用が
可能となります。

■歩道床版

■鉄道用高欄

■その他　景観部材

場　所：山形県
名　称：酒田みらい橋

場　所：愛知県 場　所：神奈川県 場　所：三重県

日本初の超高強度繊維補強コンクリートを用いた歩道橋である‶酒田みらい橋”は2002年の竣工から
18年（2020年1月現在）を迎えました。長期の耐久性確認のため、10年目、15年目経過時に各種試験を
実施し、高い耐久性を有していることを確認しております。

2006年3月  公益財団法人 鉄道総
合技術研究所により “超高強度繊維
補強コンクリート「ダクタル」を用い
た薄肉軽量鉄道壁高欄の性能評価試
験に関する技術指導” 報告書が発行
されました。ダクタル製高欄は本報
告書に基づき設計されています。

場　所：東京都

場　所：東京都

場　所：東京都

写真提供：浅野学園
設計：空間構想　川添善行
施工：東亜建設工業

■プレストレスト構造

写真提供：羽田再拡張D滑走路JV

ダクタルにプレストレストを導入することにより、超高強度を有効に活用した理想的な構造となります。
プレストレストダクタルに関する詳細は“PCダクタル研究会（http://pcductal.com）”をご参照ください。
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ダクタルフォーム・ダクタルパネルの施工例

■耐衝撃等　複合要因対策

発注機関：民間発電所　　

発注機構：北海道開発局

発注機関：中日本高速道路（株）金沢支社

Memo
塩害や摩耗等、コンクリートの老化因子に対しダクタルフォームを表面に設置することで構造物を保護する
ことができます。
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10 11

ダクタルフォーム・ダクタルパネルの施工例
■摩耗対策

発注機関：大分県 発注機関：東京都

　

発注機関：北海道開発局

発注機関：民間発電所

発注機関：東北農政局 発注機関：東海農政局

発注機関：北海道開発局 発注機関：石川県

発注機関：静岡県 発注機関：中国四国農政局　 発注機関：　（独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構

優れた耐摩耗性や耐衝撃性を有しているダクタルフォームは、砂や礫によるアタックに対し、表面で構造物
を守ります。

■塩害対策
優れた遮塩性を有したダクタルフォームは、海岸部近くの構造物の保護パネルとして適用されています。
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ダクタルフォーム

12 13

ダクタルフォームのセパレーター仕様の新設構造物への施工手順例。

注）安全対策として、アンカー筋等による機械的な固定を併用することを推奨します。

ダクタルフォームの構造物補修での施工手順例。

敷並べ・目地処理

縦・横支保工取付、固定

吊り込み・建込み

突合せ部目地処理

仮設置

支保工固定

コンクリート打込み

支保工取り外し

セパレーター穴処理

終 了

運 搬

ダクタルフォームの検査

❶不陸調整

仮位置決め、墨出し

固定用アンカー設置

ダクタルフォーム設置・不陸調整

ボルト固定

突合せ目地部処理

無収縮モルタル注入

注入孔処理

終了

運 搬

ダクタルフォームの検査

❺裏込め注入

❻仕上げ

❹目地部の処理

❸ダクタルフォームの設置

❷固定アンカーの設置

❺❺裏

捨てコンクリートやモルタルにて不陸の調整

既存コンクリート等が極端に損傷している場合、捨てコンクリートや
無収縮モルタル等を流し込み不陸の調整を行う。

所定位置に樹脂カプセル等を用いて固定用アンカーを設置

高さ調整ボルトやナット等を用いてダクタルフォームの
不陸に注意しながら所定位置に設置を行う。

ダクタルフォーム間の目地部の処理を
エポキシ樹脂系接着剤等で実施する。

ダクタルフォームに設けた注入孔より無収縮モルタル等を
流し込む

裏込め注入：無収縮モルタル

注入孔を目地部処理材または無収縮モルタル等で処理を行う

ダクタルフォーム　の施工手順案（新設の場合）

ダクタルフォーム　   の施工手順案（補修の場合）

ダクタルフォームの設計手法

ダクタルフォームの目地構造

ダクタルフォーム ダクタルフォーム

ダクタルフォーム

エポキシ樹脂など

4～6mm

0～2mm

2～5mm

4～
6m
m

0～
2m
m

2～5mm

目地の標準構造例   

目地

・目地の位置や間隔は任意にとることができます。
・ダクタルフォームの目地は突合せ構造を標準とします。
注）　目地材にエポキシ樹脂系接着剤を使用する場合、硬化後の性状は土木学会基準「プレキャストコンクリート用エポキシ樹脂
　　系接着剤（橋げた用）品質規格（案）」に適合するものを標準とします。なお硬化前の性状に関しては施工性等を考慮して適切
　　に定めるものとします。　

ダクタルフォーム

鉄筋

り
ぶ
か

ダクタルフォーム

鉄筋

り
ぶ
か

○最少かぶり厚（㎜）

○許容曲げ応力度

部材

試験方法

許容曲げ応力度 15 15 10N/mm2

単位 ダクタルフォームFM ダクタルフォームFOダクタルフォームFMTypeS

最小値
スラブ 25

30
35

はり
柱

■かぶり
ダクタルフォームは、土木学会「コンクリート標準示方書」に規定される品
質の確認された保護層とみなされます。
従ってダクタルフォームを厳しい腐食性環境下に置いて適用する場合におい
ても、かぶり厚は下表の値とすることができます。

ダクタルフォームは下表の値を用いて板材として設計します。

ダクタルフォームFM ダクタルフォームFOダクタルフォームFMTypeS

■ダクタルフォームの強度特性と設計用値

設計の詳細に関しては「建設技術審査証明報告書　.付属資料2.ダクタルフォーム使用マニュアル」をご参
照ください。

特性値
圧縮強度（N/mm2)

鋼繊維 有機繊維ステンレス鋼繊維（SUS304）

曲げ強度（N/mm2)

主な用途 建設工事で全般に使用される
部材等

建設工事の中で主として海洋
環境課下で使用される部材等

建設工事の中でも主二建築用
部材、あるいは意匠性部材等

ヤング係数（kN/mm2)

単位体積質量（kg/m2)
ポアソン比

180

2,550 2,550 2,410

180 130
22.5
50 50 45

22.5 15.0
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　近年、環境負荷低減の観点からコンクリート構造物のライフサイクルコストの縮減がのぞまれています。
このようなニーズに対応する為、超高強度繊維補強コンクリート「ダクタル」を使用した高耐久性薄肉埋設型
枠「ダクタルフォーム」が開発されました。
ダクタルフォームをコンクリート構造物に適用することで、構造物の長寿命化、
維持管理費の縮減を実現することができます。ダクタルフォーム　は既に多くの
施工実績があり、その性能が優れていることが証明されています。

ダクタルは、土木学会発刊「超高強度繊維補強コンクリートの設計・施工指針（案）」
に準処する材料で、強度および耐久性に優れた特長を有します。
部材の製造には標準配合粉体であるプレミックスを用いるため、製造工場のロケ
ーションに関係なく高品質な製品となります。

ダクタルフォームとは

ダクタルフォームの特長

ダクタルフォーム

「ダクタル　」および「ダクタルフォーム」の耐久性に関するデータは土木学会発刊「超高強度繊維補強コンク
　リートの設計・施工指針（案）」をご覧ください。

14 15

ダクタルフォームの部材形状の例

）

ダクタルフォームの種類（例）

ダクタルフォームの種類

断面形状
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UFC（Ultra High Strength Fiber Reinforced Concrete） ＜超高強度繊維補強コンクリート＞

ダクタルフォーム
＜超高強度繊維補強コンクリート製高耐久性薄肉埋設型枠＞

UFC（Ultra High Strength Fiber Reinforced Concrete） ＜超高強度繊維補強コンクリート＞
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